




















要約:高校生を対象に 1 年間隔で成人病家族歴のアンケート調査を実施し、双方に回答し

た 438 名について年齢、死亡年齢、成人病の既住の有無と発症年代の不一致率をみた。年

齢の不一致は祖父母で 5～10%、両親は 1%台、おじおば 4～10%であり、死亡年齢では父方

祖父で 19%と高く、母方祖父(11%)、父方祖母(8%)、母方祖母(3%)の順で、両親、おじお

ばは 1%以下であった。いずれもその差はほとんどが 3 歳以下であった。既住の有無と 10

歳区分発症年代では高血圧、高脂血症で 1O 数%と高かったが、虚血性心疾患、脳卒中、糖

尿病では数 96 であった。


